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/分が26％てあり, M. T.とN. S.は，午前121～130拍/分で21％，28％，
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体を調和的に発達させるものだという。
　そこで，本研究では，モニカ・ベックマンが来日し，女史自身が講習を
行なった際のジャズ体操を取り上げ，講習中の心拍数を測定して，この体
操の生体負担度を明らかにするための基礎資料を得ることをねらいとした。
　2.　研究方法
　1）研究の対象は，講習参加者中の成人女子５名であり，身体的特性，
運動歴などを表１に示す。なお，各被検者は現在週数回のスポーッ活動を
実施している者であった。
　　　　　　　　　表1　被検者の身体的特性と運動歴
　2）測定は，昭和60年８月27日，前橋市立女子高等学校体育館において
実施された。
　心拍数の測定は，竹井機器製心拍メモリー及び同アナライザーを用いて
行ない，また，同時にタイムスタディーの記録を実施した。
　3）運動内容の分類：分析は，Ｖ．Ｔ．Ｒ．の再生により行ない，一つ一
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　　モニカ・べックマンのジャズ体操講習中
　　における心拍数変動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡　辺　由　陽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池　田　光　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巽　　申　直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木智江
　1.　はじめに
　健康や体力の保持，増進を目的とした体操やタンスは，特に，女性に人
気が急増しており，また，それに伴いそれぞれの運動強度を明らかにしよ
うとする研究が試みられている。山岡ら（1978）や片尾ら（1981）はラジ
オ体操について，深瀬ら（1983）や目連ら（1985）はジャズダンスについて，
菅井ら（1976）や加藤ら（1984）はジャズ体操について報告している。
　スウェーデンのモニカ・ベックマンが創始したジャズ体操は，ジャズだ
けに限らず，あらゆる分野の音楽を用いて体操を行なうというものてあり，
20年前頃から1），ヨーロッパ（スウェーデン，ノルウェー，デンマーク，オラ
ンダ，西ドィッ，スィス等）を中心に普及し，近年ては，イタリー，ブラジ
ル，南アフリカ，ポルトガルなど，そして日本でもブームになっている。
　ベックマンのジャズ体操は，首，肩，胸，背腹，腰，手足などの身体の
一部を部分的に動かす単純な運動から同時に行なう複合運動へ，さらに，
徐々に運動量を増しながらコンビネーションヘと発展させていくこと，ま
た，各種のスポーッ運動にみられる動きや，日常生活においてみられる身
体動作も取り入れて構成されている，というところに特徴をみることがで
きる。これらの運動は，生理学的にも，解剖学的にも適っていて，身体全
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